
○下湯ダム流域では、平成26年8月5日～6日にかけて低気圧からのびる前線の影響により累計雨量が163mmに達し、ダムへの最大流入量は約120ｍ３／ｓを記録。

○今回の洪水調節により、最大69ｍ３／ｓをダムで調節し、下流河川の水位を低減。

○ダム下流の新妙見橋（青森市妙見付近）では、約0.5ｍの水位を低減させる効果があったものと推測。

堤川水系 下湯ダムの効果（平成26年8月5日～6日前線） 【速報】

最大流入時の放流量 51 m3/s
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新妙見橋地点の水位低減効果

ダム整備前：4.17ｍ
ダム整備後：3.62ｍ

約０．５ｍの水位低減

はん濫危険水位 4.75m

避難判断水位 4.10m

はん濫注意水位 3.00m
水防団待機水位 2.70m

平常時最高水位(263.4m)

貯水池全景 洪水吐放流状況

8/6 9:22

最大流入量 約120m3/s

下湯ダム雨量観測所


